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緒 言

正常な家兎では通常交配後10時間で排卵し，卵子が

卵管膨大部と峡部の結合部に到達するのに 12~14 分を

要するが10，27，29)，この結合部周辺に約36時間とどま

る24，30，31)0 卵管から子宮内への進入は交配後 72~90 時

間で，卵子は初期目玉盤胞にまで発育している11)。この卵

子移送は卵管の繊毛や平滑筋の活動，および卵管子宮結

合部の機構と関連し24)，これらの生理的活動は排卵後の

卵巣ホルモンの均衡に依存する。卵巣除去し18，35)やエス

トロジェン投与により，卵管内の卵子移送が変化し4，5，

13-17，20，22，26，37，41) ，エストロジヱンの投与量や投与i時期に

よっても，卵子移送が促進されたり4，20，22，24，26，28，41)，逆に

卵管内に長時間滞留したりする13，15，20，24，26，37)。

また，エストロジェンを処理した交配家兎の生殖道内

から回収された卵子数が少ないことから，未回収の卵子

は既に臆内に排出されているものと推測されている20，22，

35)。しかし，実際にエストロジェン処理後の路内に卵子

を発見した報告には，わずかに CHANG14，15)，CHANG 

and HARPER161， CHANG and YANAGIMACHII7)らの

各種のエストロジェンを経口投与して，交配後2日目か

ら6日目に屠殺し，路内に排卵数の 2%前後の卵子を確

認したものがあるにすぎな L、。一方， GREENW ALD22) 

の実験では交配後8日目の卵管および子宮からの卵子回

収率はわずか 18%にとどまり，残り 82%は子宮外へ排
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出されたものと推論しており両者間に大きな相違が認め

られる。

本研究ではエストロシェン処理家兎の陸内に排出され

ていると思われる受精卵の膝洗滋による採取を試みて，

非手術的な受精卵の回収に成功したのみならず(実験 1)，

さらにそれら卵子の生存性を確かめるために，卵子移植

を行L、，正常子兎を得たので(実験2)，その概要を報告

する。

実験1 エストロジェン処理家兎の腫洗練による卵子

の採取

材料および方法

1.採卵用家兎

1生成熟に達している日本白色種雌家兎32羽をエスト

ロジェン処理用とし，これらを正常雄と 2回交配させ，

同時に 20~30 lUの HCGを耳静脈内に注射して排卵

を確実にさせた。

2. 投与したヱス卜ロジェンの種類と投与量

エストロジェンの種類と投与量は， GREENWALD 

20-22，26)の研究に基づいて決定し， Estradiol benzoate， 

Estradiol cyclopenthylpropionate (ECP)， Estradiol-

17，3， Estroneの4種類を用いた。これらのエストロジェ

ンは0.1msのゴマ油中に各々の決定された投与量が混

入されているように調製した。エストロジェンの投与は

すべて， 1羽につき 1回0.1msの筋肉内注射とし，原則



232 北海道大学農学部邦文紀要第 10巻第 3号

|←一…一一__1101--一一一一…一一一→1--一一 55cm 一一|

05と B~

c .."Jf 
、

‘ 、
や

や A

図 1 腿洗括主に用いたカテーテノレの構造模式

A点に接続された注射筒から洗繰液が注入される。洗糠液はカテーテノレ内の

ポリエチレン細管を通り， B点から腔内陸へと流出し， C点から再びカテ
テノレ内に導入されD点からカテーテノレ外へ流出する。(矢印は洗糠液の流通

経路を示す)

として交配直後と交配後48時間日に行った(表 1)。

3. 腫洗練方法

1) 洗機器具

50 ms容の注射筒とヒト尿道用ノ〈ノレーンカテーテルを

改造したものを謄洗機器具として用いた(写真 1)。 カテ

ーテルの構造模式および洗機液の流動経路は図 1の通

りである。

2) 洗機液

2%の割合にゼラチンを含む滅菌生理食塩水 (0.85%)

にペニシリンGカリウムおよび，硫酸ストレプトマイシ

ンをそれぞれ最終濃度700lU/ms， 500 p.g/msとなるよ

うに加えたものを洗燦液とし，洗燦に際しては約300Cに

加温して用いた。

3) 臆洗綴方法

謄洗幣に先立ち，家兎の外陰部周辺の毛刈りを行い，

兎用保定台に背面保定し，その後外陰部およびその周辺

を消毒した。

カテーテルを外陰部から腿内に挿入後，保定板の頭部

を持ちあげて約400の傾斜をつけ，50~60mß の洗機液

で腔内を洗糠した。カテーテル外端(図 1，D点)から流

出する洗機済の液は 100ms容の試験管に回収し(写真:

2-4)，約20分間放置後，管底からピペットで約 7msを

時計皿にとり，解剖顕微鏡で卵子を検索した。洗燃は1

日1回とし，交配後24時間間隔で交配後7日目まで連

続した。

実験結果

1 ヱストロジェン処理家兎の膿から採取された卵子

の数

各エストロジェン処理区の交配後7日間における臆洗

機で得た卵子の数を表1に示した。

各エストロジェン処理区とも交配後1日目では，卵子

は1個も採取されなかったが，交配後2日目から 7日目

にかけて合計72佃の卵子が採取された。採取数は交配

後2日目から 4日目に多く 2日目 11個 (15.3%)，3日

目28個 (38.9%)，4日目 23個 (31.9%)であり，特に3

日目と 4日目の腔洗糠で全体の 70%を占めた。しかし，

5日目以降の採取数は激減し 5日目から 7日目の 3日

間に採取されたものはわずか 10個 (13.9%)にすぎなか

った。

次に各エストロジェンの処理別に，処理家兎数に対す

る卵子が採取された家兎数を比較すると， Estradiol 

benzoate 5μg 2の回投与区， ECP 10μgの1回および

2回投与区， Estradiol-17 s 50μgの2回投与区，そして

Estrone 25μgの2回投与区の 5処理区で処理家兎の全

例から卵子が採取された。その他の区では，全く卵子が



233 エストロジェン処理家兎の腔からの受精卵採取とその生存性の証明武田・山本・田辺・堤:

エストロジェン処理と腹からの卵子採取数

交配後の各日の採卵数
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が行方不明となっている。

3. 採取卵子の形態

交配後7日間に採取された全ての卵子の形態と各分割

時期における個数を表 3に示した。

交配後2日目に採取された 11個の卵子のうち 1個が

2・細胞期， 2個がか細胞期， 6個が 16-細胞期であった。

3日目に採取された 28個は桑実匹が 17個， 16-細胞期卵

子が2個，残りの 9f困は未受精卵も含めて分割時期の不

明な卵子，形態的に卵子に類似する卵黄様物，卵様物(写

真 10)，退化卵子(写真 11，12)である。 4日目では臨機

胞 14個と桑実匪5個が得られ，その他に分割時期の不明

な卵子や退化卵子が4個採取された。 5日目以降に採取

された分割卵子は全て匪盤胞で、あったが，この時期の採

卵数は少ない。したがって 7日間に採取された分割卵子

は，桑実匪が最も多く 30.6%(22個)を占め，次いで厩

盤胞が25.0%(18個)， 16・細胞期卵子が 11.1%(8 fl岡)， 8-

細胞期卵子が 2.8%(2個)， 2-細胞期卵子が1.4%(1個)の

JI阪であった。これらの分割卵子を写真5-9に示したが，

その分割状態は正常家兎のものとほとんど差がなく，ム

チン層の薄い卵子が認められた(写真 6，8)。

採取されなかった個体があり，採取率はやや低くなって

いる O しかし，全く卵子が採取されなかった処理区はな

カミった。

各処理グループ別の採卵数は Estradiol-17s 50 f1gの

2回投与区が 10個， Estradiol benzoate 10μgの2回

投与区が9個，同じく 5μgの2回投与区が 8{固とやや多

いが，これをエストロシェン処理家兎数および採卵され

た家兎数で比較すると， Estradiol benzoateの両IKが他

の区よりもやや高い。なお， ECP25μgの交配直後と 24

時間目，交配後 10時間目と 48時間自の 2回投与区は，

5日目以後臆洗ti爆を行わなかったので、採卵数は低くなっ

ている。

エストロジェン処理家兎の腿洗，憶による卵子採取率

エストロジェン処理家兎の臆からの採卵率を知るた

めに，隆洗燃の最終日に採卵数の多かった家兎4羽

(EstradioJ benzoate区2羽， ECP区2::]::])を開腹して

両側卵巣の排卵数を調べた。その結果は表 2に示した

とうりで，採卵率は 36~55% に達していた。これらの開

腹した 4 羽は最終的に 0~3 羽の新生児を出産したが，採

卵数と産子数の合計は排卵数と一致せず， 4~6 個の卵子

2 
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表 3 エストロジェン処理家兎の腔内から交配後
実験結果7日間に採取された卵子の数とその形態

交配後 卵子の分割(細胞期)
エストロジェン処理家兎から得た卵子の移植結果を表

4に示した。
の日数 2司 4・ 8- 16-桑実庄日壬縫胞その他a

ECP処理家兎からの交配後3日目桑実!匹11岡を左似ij

1 O 卵管に移航したが，産子は得られなかった。しかし，同

2 1 2 6 2 11 じく ECP処理による 2日目卵子2個 (8-細胞期と16・細

3 2 17 9 28 胞期)を左側卵管に移櫛して 2羽の産子(古，♀)が得ら

4 5 14 4 23 れた(写真 13)。

5 2 3 5 Estradio¥-17 l'処理家兎の 2日目の 16・細胞期卵子1
6 1 2 3 {回を左側卵管に，桑実J!:E4個を右側卵管に移植し，交配後

7 1 1 2 10日目にこの被移植用家兎を開腹して右側子宮角に2個

言十 1 。2 8 22 18 21 72 の着床を確認した。その後1個は子宮内で吸収されたが，

最終的に 1羽の産子(古)が得られた。同じく Estradio¥-

a: 未受精卵，退化卵，卵様物，卵黄様物を含む 17 s処理からの交配後4日目匹盤胞を左側卵管に植移

表 4 エストロジェン処理家兎の腹から採取された卵子の移植結果

採卵用家兎へのエストロジェン処理一一一卵子を移 被移植用 移植した 移植した 移植卵子
1回の処理した植した日

の 卵子数 からの
エストロシエンの種類 投与量 時/¥/交配後間間¥¥) (¥/交配後¥¥ / 家兎羽数 (分割時期) 911 管産子数

(μg) の時 の日数

25 0，24 3 1 1 (桑実怪) 左 O 

ECP 1 (ふ細胞期) 2 
25 10， 24 2 1 

2 (16-細胞期)
左 (o，早)

1 (16・細胞期) 左 。
25 。 2 1 1 

Estradio¥・17s 4 (桑実怪) 右 (o) 

50 0，48 4 1 3 (H盤胞) 左 (2 )a 

a: 交配後18日目(移植後14日目)に属殺開腹して， 2個の着床を確認

実験2 エストロジェン処理家兎の腔から得た卵子の

移植

エストロジェン処理家兎の膝より交配後2日目以降 2・

細胞期から匹狼胞期までの受精卵を採取できることが実

験 1で明らかになったので，採取された卵子の生存性の

有無を調べるために，これら卵子の移植実験を試みた。

材料および方法

ECP処理家兎から得たら細胞期，桑実期の卵子各 l

f固と， 16-細胞期卵子2個， Estradio¥-17 s処理家兎から

得られた16-細胞期卵子 1個，桑実J!:E4 {酒，目壬盤胞3個の

合計 12個を 4羽の排卵時期を同期化した偽妊娠家兎の

卵管に移植した(表4)。 なお，卵子は採取後移植まで約

30
0Cに保温した。卵子採取から移植までの時聞は約45

分であった。

し，この家兎を交配後18日目に屠殺開腹して， 2個の着

床を確認した。

考 察

正常家兎の受精卵は交配後 72~90 時間頃初期腔盤胞

となって子宮内に進入するが11)，エストロジェン処理に

よって卵管内の卵子移送状態が変化し，しかもその投与

量や投与時期によって異なることが知られているo 17IJえ

ば， BURDICK and PINCUS13)は交配時から毎日 Estrone

を処理した結果， 50%の卵子が卵管内に滞留したと報告

し， PINCUS and KlRSCH37)は交配前の数日間 Estrone

を投与し，交配後 24~96 時間に開腹検査すると 94% の

卵子が卵管内にあったが，この処理を交配後から開始す

ると，交配後86時間でまだ50%もの卵子が卵管内に残

っていたと述べている。 一方， GREENW ALD20)の実験

では5μgの Estradiolbenzoateを交配後24，48，72時
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間目と 3回投与した場合，約45%の卵子が96時間目の

卵管内に残っていたが，これと同量を交配直後と 48時間

自に投与すると，卵管内に存在する卵子は 96時間でわずー

か4%1こ減少した。 さらに， ECPを用いた同様な実験

でも24)，250μg投与は卵子の卵管内停滞をおこすが， 25 

μgの投与では卵管の卵子移送が促進され，また子宮内で

も卵子発見数の少なし、ことから，処理により卵子は子宮

内を急速に通過して臆へ押し出されてしまうものと推測

された。実際に CHANGら15-17)はエストロジェンを経

口投与した家兎の屠体を検査し，全排卵数の約2%にあ

たる卵子を路内に発見している。一方， NOYES， ADAMS 

and W AL TON35)は卵巣を除去し尿道開口部手前の腹部

を結殺しエストロジェン処理した家兎の卵管に受精卵

を移植し，移植後1O~78 時間で 23% の卵子が賂内に認

められたことを述べている。 ADAMS2，3)は片側卵巣除

去や卵巣から直接黄体を取り除き黄体数を規制したとこ

ろ，黄体数を減少させるに伴い子宮から謄へ排出される

卵子数が多くなることを認め，これはエストロジェンと

プロジェステロンの均衡のくずれが子宮筋に作用を及ぼ

し，卵子が子宮に進入する時期が早まると，卵子は子宮

内を急速に移動して謄へ押し出されてしまうと考えて

いる。

受精卵の子宮内移動についての知見は乏しいが，

BOVINGll)は卵管から子宮角先端部に進入した卵子群

は着床時の等間隔配置 (Spacing)へ向けて，順次子宮頚

方向へ移動することを認めている。 しかし， TSUTSUMI 

and HAFEZ39)は正常交配後78時間目，すなわち卵子が

子宮に出現して数時間後に既に一部の卵子が子宮頚の近

くにまで移動していることを報告し，さらに TSUTSUMI

and TAKEDA 40)は，偽妊娠家兎の未受精卵が交配後 90

時間で臆から採取されたことを報告した。これらのこと

は，卵子が子宮内で非常に活発に移動していることを示

唆している。本研究では交配後 48時間目のエストロジ

ェン処理家兎の腿から受精卵が採取された。このことは

一部の卵子の卵管内移動に要した時聞が少くとも 30時

間以上も短縮されており，子宮内進入後ただちに腔へ排

出されたものと考えられる。しかし，エストロジェン処

理家兎のうち約47%の家兎が妊娠を継続し産子を得て

いるので，生殖道内卵子の移動は，非常に変異のあるも

のと考えられる。実際に臆洗機による採取卵には，卵管

内を加速された卵子・と滞留したと忠われる両方の卵子が

採取された。交配後2日目から 3日目に採取された卵子

はムチン層の付着が乏しかったが 4日目の怪盤胞に極

端にムチン層の厚いものがあった(写真9)。このことは，

エストロシェン処理により卵管内に卵子が滞留し，卵管

分泌液に長時間浸っていたことを示すものであろう。ム

チンの分泌は主に卵管峡部て、行われる23)ので，卵子はこ

の部位を急進するか否かによってムチン付着に差が生じ

るものと思われる。

卵子移送に卵管筋の収縮が大きく貢献している10)こと

は事実であるが，卵管分泌液量の増減も大きな因子であ

る BLACKand ASDELL7)は卵管采部位の結数により分

泌液が貯留して卵管が著しく膨脹し，また，この貯留液

が交配後 60時間目までに消失することを報告してい

る8)。 一方，エストロジェン処理によって卵管の運動が

増大する12，29，42)とともに，卵管液の分泌も増すことが知

られている6，9，2133)0 BLACK and ASDELL8)， SHARP and 

BLACK38)によると， エストロジェン処理家兎の結主主卵

管は交配後 100時間以上にもわたり膨脹が持続し，その

場合卵管液の分泌はエストロジェン処理後 24~48 時間

目が最大である33)。しかし，本研究では交配後 48時間目

で既に卵子は謄まで下降してきており，エストロジェン

処理が卵管に卵子移送の効果を及ぼす時間と，分泌の開

始時間とにはかなりの差があるように思われる。 GRE-

ENWALD22)も指摘しているように，エストロジェン処理

による初期段階での卵子移送は多量の卵管分泌液による

ものではなく，むしろ卵管筋と子宮筋の収縮が主に作用

しているのではなし、かと推測される。しかし，本研究の

結果は生殖道内の卵子移動の生理的機構が従来から考え

られているよりもさらに複雑であることを示している。

TSUTSUMI and TAKEDA40)は，偽妊娠家兎の未受精

卵が交配後90時間目以降に子宮頚を通って腿に出現し

てくることから，子宮頚が妊娠初期の卵子移動に何らか

の役割を果しているのではないかと想定している。

TSUTSUMI and HAFEZ39)が，着床時Tiijの子宮内卵子の

発見率は排卵数に対しほとんど 100%に近いとしている

のに対し，エストロジェン処理で一部の卵子aが膝にまで

到達しているということは子宮頚にも無処理の場合とは

全く異った機能的変化が生じているものと想定される。

受精直後の子宮頚が分娩直前の子宮頚成熟に類似した関

口状態を示しているとするならば，妊娠早期のエストロ

ジェン投与と子宮頚および卵子移動との相互関係にきわ

めて興味ある問題を提起するものであろう。

次に採卵数についてみると 1羽あたりの単純平均は

2.25個となり非常に低いが，卵子が全く採取されなかっ

た9羽を除くと，平均3.13個となる(表 1)しかし，比較

的多く採卵し得た 4 羽の家兎では採卵率 36~55% (表2)

に達しており，これは少くとも他の家兎でも同様の採卵
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率をあげ得る可能性を示している。排卵数に対し行方不

明の卵子が 4~6個あったが，これは踏洗糠を 7 日目で終

了したためその後に排出された卵子を採取しなかったこ

とも考えられるo さらに，予備実験で SephaclexG-100 

を臆内に 8~30 個注入し，その 5分後に路洗糠を試みた

ところ，回収率は 56~93%，平均 81% であったことから，

腔内に排出されても未回収のものがあるだろうことも推

測される。また，臆洗悔の間隔を 24時間にしたが，卵子

の陸内滞留時聞は不明であるのでこの時間内に臆内卵子

が腔外(体外)へ流出する可能性も考えられる。 GREEN司

WALD22)は，エストロジヱン処理で、交配後8日目には，

82%の卵子が子宮外へ排出されたと推測しているが，

本研究の結果はこの推測を下まわるものであった。しか

し，今後洗機器具の改良および洗機間隔の短縮により，

臆からの採卵率をあげることができるものと恩われる。

正常な状態では踏に排出された卵子は妊娠とは全く無

関係となるため，臆内卵子の生存性について関心の持た

れなかったことは当然のことである。ただ ADAMS3)が

発情家兎および偽妊娠家兎の結主主臆内に桑実駐を移植

し， 3日後にそれらは匹盤胞に発育していたが，それらを

受容家兎子宮に再移植しでも不妊に終わり，匪盤胞が生

存性を有していないのではなし、かと考えた予備的実験が

あるに過ぎない。一方，妊娠初期のエストロジェン処理に

より妊娠中絶が起きることが知られており，エストロジェ

ンと腔死亡との関係が種々調べられている。 WHlTNEY

ancl BURDICK41) は，交配後 14~36 時間にエストロジェ

ンを 1回投与すると，卵子の子宮内進入が早まって 12時

間以内に退化すると報告したが，PINCUS ancl KIRSCH37) 

は卵子が卵管内にある聞は，エストロジェン投与は卵子

の初期分割に影響せず，初期限幣胞期に退化すると報告

している。 GREENWALD26)はエストロジェン処理家兎

の卵子は交配後 4~5 日目に退化するとしているが，これ

はエストロジェンが卵子に直接影響を及ぼしているので

はなく，エストロジェン処理家兎の卵子が長時間にわた

り卵管内に滞留されるために，卵子が退化するとし，

NOYES， ADAMS ancl W AL TON35)はエストロジヱン処

理により卵子への多精子侵入が生じて卵子が子宮内で退

化崩壊する可能性のあることも指摘している。

卵子に対するエストロジェンの直接作用についても検

討されており PINCUSancl KIRSCH37)は Estriolを添

加して 24時間培養した卵子の発育には何ら有害効果は

みられなかったとしている。しかし， McGAUGHEYancl

DANIEL34)は培養液中に Estracliol，Estrone，もしくは

Estriolを添加すると卵子は 24時間以内に崩壊してし

まうと報告し， DANIEL19)も家兎卵子をエストロジェン

に川 vitroで71時間さらしておくと，著明な細胞質の

細片化と核の崩壊がおこるとしている。 KETCHELancl 

PINCUS32)の Estracliol，Stil bestrolを用いた突験で、は

高濃度のエストロジェンにさらすと肢は致死的影響を受

けるが，低濃度で‘は阪の発育に影響はなかった。

他方，母体へのエストロジェン処理は卵子のムチン層

の卵管内沈着を減少させるが，それらが子宮内陸盤胞の

着床率を低め，その後の匪死亡率も高まることが知られ

てし、る20，22，お)。

本研究の結果から，エストロジェン投与は一部の卵子

に急激な移動を強いるが，交配後4日頃までは必ずしも

卵子に有害効果を現わしているわけではなし、。因みに交

配後2，3， 4日目の腫内卵子を移植して，着床を確認しさ

らに産子を得たことはエストロジェン処理や生殖道内の

環境が卵子の生存性にあまり影響を及ぼしていないとい

うことを示しており，卵子は生殖道内の急速な移動によ

る時間的かつ環境的変化にもかなりの抵抗性を有してい

ることが示唆され，また臆内においてさえも卵分割と発

育を進行させていたように推測される。 CHANGancl 

HARPER16)も Ethynylestracliolを経口投与した家兎

卵管からの卵子(授精後 80~84時間)を移植して，交配

後 13日と 19日に胎児と胎盤を確認しており，エストロ

ジェンが卵管内卵子には無害で、あることを示している。

しかし，本研究では交配後5日目以降に採取された受

精卵は退化目玉盤胞であった。これは交配後に投与した多

量のエストロジェンが，その本来のエストロジェンとプ

ロシェステロンの均衡をくずし，プロシヱステロン優性

となるべき時期においても，卵子の発育に必要な卵管お

よび子宮環境がまだエストロジェン優性を保つために，

卵子の発育と生殖道内環境の不一致性が顕著なためと思

われる。本研究では，交配後4日目までのエストロジェ

ン処理家兎の臆内から形態的に正常な受精卵が採取され

ており，また通常の受精卵の経時的な分割および発育と

比較しても差は認められず，移槌結果でもその生存性が

確認された。この臆内排出卵子が生存性を有している事

実を証明したのは本研究が最初である。

すでに，牛，馬の大動物では子宮洗機による生体から

の受精卵回収に成功しているが，他の動物ではその例は

見当らず，また移植用卵子を臆から全く非手術的に採取

したのは本研究をl稿矢とする。本研究では臆洗携を7日

間に限定したが，これは着床が7日目に起こるためで，

それ以降の洗燃は無意味と考えた。しかし，退化卵子は

それ以降も排出される可能性があるので，本実験におけ
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る行方不明の卵子の一部はその様なものである可能性が

ある。エストロジェンとして 4種類を用し、，路からの採

卵に有効なものを見い出そうとしたが，本研究の段階で

は例数も少なく，エストロジェン相互間の差は認められ

な方通っTこ。

要 約

交配後まもない家兎にエストロジェンを投与すると，

卵管内の受精卵は急速に子宮内へ移動し，さらに膝へ排

出されるものがあると推測されている。そこで，エスト

ロジェン処理家兎の臆からの卵子の採取を試みた。

日本白色種家兎32羽に交配時と交配後24時間または

48時間目に Estradiolbenzoate (5μg， 10μg)， Estradiol 

cyclopenthylpropionate (10μg，25μg)， Estradiol-17 s 

(25μg，50ρg)， Estrone (25μg，50μg)をそれぞれ投与

して，交配後1日目から 7日目まで24時間間隔で隆洗携

を行った結果，低率ながら受精卵を膝から採取すること

に成功した。

交配後1日目では，と。のエストロジェン処理区からも

卵子は採取されなかったが， 2日目から 7日目にかけて，

合計72個の卵子が採取された。その内訳は， 2・細胞期1

個， 8-細胞期2個， 16-細胞期8個，桑実怪22個，匪盤胞

18個，退化卵子などが21個であった。

エストロジェン処理家兎の臆内に卵子が排出されてい

ることが知られたので，交配後2日目から 4日目に臆か

ら採取された 12個の卵子を 4羽の同期偽妊娠家兎に移

植して，卵子の生存性を検討した。

その結果 3羽が妊娠し，このうち 2羽の移植家兎か

ら3羽の新生児が得られた。また他の 1羽は妊娠 18日

目に屠殺開腹して 2個の着床が確認され，エストロジェ

ン処理家兎の臆内には生存性を有する受精卵が排出され

ているとL、う事実が証明された。

(本研究の一部は文部省科学研究費， 課題番号 148065，

によるものである)
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Summary 

The rate of transportation of the newly ovulated 

eggs through the oviduct is altered by the ex司

ogenous estrogen and the eggs move into the uterus 

rapidly. It is generally assumed that few of these 

uterine eggs may be discharged into the vagina 

through the cervix. The present study was de-

signed to recover the eggs from the vagina of 

estrogen treated rabbits by a non-surgical vaginal 

flushing method. 

Thirty-two Japanese white adult female rabbits 

were treated with estradiol benzoate， estradiol cy-

clopenthylpropionate， estradiol-17 s or estrone at 

the time of mating and 24 or 48 hr after mating. 

For egg recovery， vaginal flushing was made on 

each estrogen treated rabbit during 7 days after 

matmg. 

The results were obtained as fol1ows: 

The recovery of eggs from the vagina was pos-

sible by the estrogen administration and the vaginal 

flushing. No eggs were recovered in all estrogen-

treatment groups on Day 1， but 72 eggs were re-

covered during Day 2 to 7. In particular， the eggs 

on Day 3 and 4 were recovered concentrically. It 

totaled 72 eggs， as follows: one 2・・cellegg， two 8・

cell eggs， eight 16-cell eggs， 22 morulae， 18 blasto-

cysts and 21 degenerate eggs 

As the fact obtained showed that fertilized eggs 

were discharged into the vagina of estrogen treated 

rabbits， 12 of the eggs recovered from the vagina 
on Day 2 to 4 were transferred to four synchronized 

pseudopregnant recipients for testing of egg via-

bility. Three of these recipients became pregnant， 

and two of them produced normal young. The 

other one produced 2 implants at autopsy on Day 

18. 

The fact that viable fertilized eggs were dis司

charged into the vagina of estrogen treated rabbits 

was proved in this study 
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1 洗練用カテーテノレと 50mC容注射筒。

2 カテーテノレの鹿内挿入開始。

図版 1

3 ヵテーテノレの』室内挿入終了。洗樵液回収用の試験管の用意。

4 洗糠液注入とカテーテノレ外端から流出する洗荷量済液の試験管への回収。 家兎は頭部を持ちあげ，約40
0

の角度で保定。

5 8-細胞期卵子。交配後2日目に採取。個々の割球間は不明瞭で，J!!化途上にある。 ECP25μgを交配直

後に投与。 x410

6 16・細胞期卵子。交配後2日目に採取。 ムチン層はうすい。 Estradiolbenzoate 10μgを交配直後に投

与。 x240

7 桑実膝。交配後3日目に採取。 ECP25μgを交配直後と 48時間目に投与。 X410

図版 2

8 目玉盤胞。交配後4日目に採取。 ムチン層はうすい。内細胞塊が明瞭である。 Estradiolbenzoate 5μg 

を交配直後と 48時間目に投与。 X240

9 座盤胞。交配後4日目に採取。 ムチン層が非常に厚い。 ECP25μgを交配直後と 48時間目に投与。

x203 

10 卵様物。交配後6日目に採取。 Estradiolbenzoate 10μgを交配直後と 48時間自に投与。 x240

11 退化卵子。交配後5日目に採取。 Estradiolbenzoate 5 f1gを交配直後と 48時間目に投与。 x240

12 退化庖盤胞。交配後7日目に採取。 ECP10μgを交配直後と 48時間日に投与一。 X240

13 ECP処理家兎 (25μgを交配後10時間目と 24時間目に投与)から交配後2日目に採取された卵子の移

植により生まれた2羽の新生児と被移植用家兎。
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図抜 2
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